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橋
梁
全
景

列
車
走
行
試
験

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

で
は
経
済

発
展
に
伴
い

鉄
道
輸
送
の
需

要
が
増
加
し
て
い
る

ジ

ム

ナ
川
に
架
か
る
﹁
ジ

ム
ナ
多

目
的
橋
﹂
は

道
路
・
鉄
道
併

用
橋
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担


て
い
る

だ

が
振
動
問
題
や

コ
ン
ク
リ

ト

ひ
び
割
れ
が
進

行
し

通
る
車

両
の
速
度
や
重

量
の
制
限

運

行
遅
延
な
ど
が

生
じ

対
応
が

喫
緊
の
課
題


そ
こ
で
同
橋
に

並
行
し
鉄
道
専

用
橋
を
整
備


輸
送
能
力
や
安

全
性
を
高
め


今
後
の
経
済
発

展
に
つ
な
げ
る

の
が
狙
い
だ


　
日
本
の
円
借

款
に
よ
り

ジ


ム
ナ
多
目
的
橋
の
上
流
３
０

０

の
位
置
に
鉄
道
専
用
橋
を

新
設

安
全
性
向
上
と
物
流
効

率
化
の
両
立
を
目
指
し
た

発

注
者
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

鉄
道

省
と
同
国
国
有
鉄
道

施
工
者

は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

︵
現
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
ス
ク
エ

ア
︶
・
三
井
住
友
建
設


実

施
期
間
は
２
０
２
０
年
８
月



年

月


　
橋
梁
形
式
は
鋼
連
続
ワ

レ

ン
ト
ラ
ス
橋

全
橋
長
は
４
８

０
０


う
ち
西
側
︵
Ｗ
Ｄ


２
︶
２
２
５
０

を
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ

ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
・
三
井
住
友

建
設

が
担
当
し
た

上
部
工

に
は
日
本
の
技
術
で

ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
貢

献
す
る
耐
候
性
鋼
材
を
使

て

お
り

再
塗
装
し
な
く
て
も
使

い
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

て

い
る

橋
上
の
軌
道
設
備
は
複

線
と
し
た

列
車
走
行
試
験
で

は

広
軌
で
最
高
時
速
１
２
０



狭
軌
も
最
高
時
速


の

走
行
を
成
功
さ
せ
て
い
る


　
こ
の
案
件
を
受
注
し
た

年

４
月
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
が
拡
大
し
た
時
期

で

渡
航
制
限
や
隔
離
措
置
に

よ
り
深
刻
な
人
員
不
足
の
た
だ

中
で
の
工
事
と
な

た


年

８
月
に
は

シ

イ
ク
・
ハ
シ

ナ
首
相
の
政
権
が

反
政
府
運
動
に
よ

り
崩
壊
政
情
不

安
か
ら
通
信
遮

断
や
外
出
禁
止
令

が
発
令
さ
れ
人

員
や
資
機
材
の
輸

送
が
滞

た
世

界
有
数
の
流
量
を

誇
る
ジ

ム
ナ
川

は
雨
期
の
流
速

上
昇
と
乾
期
の
水

位
低
下
に
よ
る
河

床
の
浚
渫
作
業
も

必
要
と
な
り
工

程
管
理
で
ネ

ク

と
な

た


　
こ
う
し
た
影
響

に
よ
る
前
工
程
の

遅
れ
を
挽
回
す
る

た
め

鋼
ト
ラ
ス
橋
の
架
設
で

は

１
日
で
平
均
５
０
０
人
程

度
を
動
員

７
チ

ム
編
成
に

よ
る
工
期
短
縮
を
実
現
し
た


プ
ロ
ジ

ク
ト
全
体
の
工
期
管

理
と
安
全
施
工
を
両
立
し



年
３
月

日
の
開
通
式
を
無
事

に
迎
え
た

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